
はじめに

　今回から新シリーズ「ウイルスよもやま話」が始まりま
す．これまでの「専門家に聞くインフルエンザウイルス
講座」のご担当だった鹿児島大学の小澤真先生からバト
ンを受け取りました東京大学医科学研究所の渡辺登喜子
です．インフルエンザウイルスに加えて，ほかのウイル
スについての話題も提供したいと考えています．
　今からちょうど 100 年前の 1918 年に疫学史上最悪の
出来事であるスペインかぜの大流行が起こりました．シ
リーズ第 1 回目は，このスペインかぜの話題から始めよ
うと思います．
　『時を遡ること 100 年，第一次世界大戦の最中，原因
不明の病原体が人類を襲い，世界中を混乱に陥れた．は
じめは単なるかぜだと思っていたのに，症状が急激に悪
化し重篤な肺炎を発症して，あっという間に死に至る－
そのような恐ろしい感染症である．感染者の肺の損傷は
激しく，通常，空気で満たされているはずの肺胞に滲出
液が溜まり，そのため患者はチアノーゼを起こして，全
身の皮膚が青紫色を呈している．その病原体は瞬く間に

世界中に拡がった．街は病人や死にゆく人々で溢れかえ
り，遺体は葬儀屋や家々に積み上げられ，腐敗していっ
た．』－このように描写すると，まるでホラーじみたゲー
ムや小説上の出来事のように聞こえますが，これが実際
に 1918～1919 年に起きたスペインかぜの流行です．

1918～1919 年の
インフルエンザパンデミックの経緯

　スペインかぜの流行には 3 回の波があり，第 1 波は
1918 年の春に，第 2 波は 1918 年の秋に，そして第 3 波
は 1919 年の春から秋にかけて流行しました．第 1 波は，
1918 年 3 月，米国カンザス州の陸軍基地であるキャン
プ・ファンストンから始まりました．症状としては，発
熱・頭痛・筋肉痛といった一般的なインフルエンザ様症
状であり，大部分の患者が発症してから 3～4 日くらい
で回復しました．第 1 波は，ウイルスの病原性はさほど
高くなかったものの，あっという間にほかのキャンプへ
と拡がり，多くの兵士たちが感染しました（図 1）．そし
て 1918 年 4 月初旬，米軍の欧州進軍とともに，アメリ
カ軍の兵士の間で蔓延していたウイルスがヨーロッパへ
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